
 

 
      

   

 

 

  

今週に入り、本格的な冬の到来を感じさせる寒い日が続いています。今朝は、子どもたちの登

校時にちょうど雪が舞っており、いつも以上に軽い足取りで、会話と笑顔も弾んでいました。 

 子どもたちのわくわく感が詰まった会話を聞きながら、「寒い、寒い、
凍る～」と、ひたすらつぶやく私でした。 
 

 今年度の学校の行事や取組について、いくつかのご質問やご要望をいただきました。ありがと

うございました。学校からお答えできる内容についてお返事させていただきます。 

今回いただいたご質問やご要望 学校より 

◆夏休み明けの登校時にかなり荷物

が多いと思うのですが、可能であれば

８月３１日に工作や持っていける物を学

校に持って行ければ少し楽かなと思い

ました。今年は９月１日が雨だったので

歩きの子は大変だと思ったので・・・。 

◇傘を差しながらたくさんの荷物を持ってくるのは大変だ

ったと思います。夏休みでも学校閉庁期間外の時は日直が

おりますので、対応が可能です。 

来年度は８月３１日が土曜日ですから、希望される方

は、８月２９日（木）・３０日（金）の２日間の中で持ってきてく

ださい。 

◆保育園のお迎えの時、保育所下の

所に子どもたちがたまっていて、（車と

接触しないか）こわいなと思うことがよ

くあります。 

◇PTA 役員会の中でも情報をいただきましたので、翌日

すぐに全体指導を入れました。先日、地域の方から、「子

どもたちが『ここに自転車を置いたら迷惑で！』と声をか

けあって移動させている姿を見かけました。」というお電

話がありました。子どもたちはなぜ危険か、迷惑かということ

が分かると素直に注意が聞け、行動に移せます。気になること

がありましたら、その場でどんどん声をかけてあげてくだ

さい。また、学校にもご一報ください。 

◆ヘルメットをかぶらずに自転車に乗

っている子をたまに見かけますが、ヘ

ルメットはかぶらないといけないのでは

ないですか？ 

◇子どもが自転車を運転するとき、保護者は、乗車用ヘル

メットをかぶらせるように努めなければならないという法

律（道路交通法第６３条の１１）があります。また、本校で

は自転車登校の許可条件の一つにヘルメットの着用を設定

しています。ご家庭でもご指導よろしくお願いします。 

２０２３ な な さ と 
○な るほど ○な っとく ○さ あ ○と りくむぞ！やって伸びる七里っ子！ 
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「ヤッター！待ち焦がれちょった雪がついに来た！この雪が積もったら、みんなで雪合戦をし

たいな！」 

「先生見てみて、ぼくの服に雪が積もりゆう！」「人間雪だるまになるねえ」 

「川ノ内は、この３倍ばあ降りよったで！雪がびゅんびゅん飛びよってすごかったで！」 

「うちくの車にうっすら雪が積もっちょったで！」 

5・６年が作った手作りツリー＆
トナカイ 



 「社会を明るくする作文コンクール」で、「高知県更生保護女性連盟会長賞」に輝いた玲皇さんの作文です。 

 
罪を犯す理由とは 

四万十町立七里小学校 ６年   藤田 玲皇 

この作文を書くことで悩んでいたときに、先生に二つの質問をされました。一つ目は、「犯罪っていけないことや

と思う？」という質問でした。それに対してぼくは、犯罪は、もちろんいけないことだと思いました。すぐに二つ目の

質問が来ました。「じゃあ、犯罪者ももとからいけない人たちだと思う？」と聞かれました。ぼくは、犯罪は、いけない

ことだけど、犯罪者が全ていけないということではないんじゃないかなと思いました。なぜかというと、誰かに何かを

されたりしていやな思いをしたから、してはいけないことをしてしまうんじゃないかなと思ったからです。 

 ぼくは、小さな過ちを繰り返し犯してしまう人がいるからどんどん犯罪者が増えるんじゃないかなと思いました。罪

を犯してしまう人だけが悪いのでしょうか。ぼくは、そうではないと思います。そう思った理由は、犯罪者は、はじめ

の一回の過ちを周りの人に止めてもらえなくて、何回も同じことを繰り返してしまうと思ったからです。だからこそ、

ぼくは、犯罪者だけが悪いと考えずに、その人の周りの人たちが一つの罪を犯してしまった人に寄り添える人が増

えると、社会を明るくできるんじゃないかなと思いました。 

 ぼくは、この作文を書くために、言葉の意味を詳しく知らなかったので、まず、「犯罪」という言葉について調べて

みました。「刑罰を科せられるべき行為を言う」と書いてありました。「社会生活上有害な行為には、無数の種類の

ものがあるが、そのすべてが犯罪とされるのではなく、そのうち有害の度合いが重大で、立法により刑罰という強い

手段に訴える必要があると宣伝された行為だけが犯罪となる」とも書いていました。むずかしい言葉がたくさんあ

ったけど、犯罪というのは、人が嫌だなと思うことをやったりすることや、他には、暴行や傷害、人のものを盗んだり

することで、社会のルールに反することが犯罪なんだなと思いました。 

 次に、犯罪は具体的にどんなものがあるかを考えてみました。「万引き」と「暴力」がすぐ頭に浮かびました。万引

きをしてしまう人の気持ちを考えてみると、親がいなくなったりお金に困っていたりすることが万引きをする理由か

なと思いました。暴力をしてしまう人は、人を怖がらせようとしたり自分の方が上だぞと見せつけたい気持ちがあっ

たりするのかなと思いました。 

 でも、ぼくはこれらの罪を犯してしまう人は、本当はしたくてしているわけではないと思います。無意識に体が動い

てしまったり罪を犯してしまったりするんだと思います。 

 ぼくは、まず、そのような人たちの気持ちを理解しようと思いました。例えば、ぼくの友達が何か悪いことをしようと

していたら止めて、それでも聞かないなら、どうしてしようと思ったのか一回事情を聞くようにしたいです。なぜ、事

情を聞こうとおもったかというと、ぼくが「やめないと。」と言っただけでは、罪を犯そうとした人はやめられないと思う

し、ぼくも、これまでに何があって、そして、その人がどんな気持ちで、してはいけないことをしたのか分かっていな

いからです。もし、ぼくだけで解決できなかったら先生に事情を話して解決できるようにしたいです。犯罪も本当は

したくないはずだから、つらい思いをしてしようとしたなら、その人に何かしたい、ぼくにできることを見つけたいと思

いました。 

 いつもの学校での時間も同じです。学校で、人との接し方が悪かったり言葉遣いがよくなかったりするときは、

自分から声をかけて注意したり、上級生として下級生のお手本になったりしたいです。 

 この作文を書くことを通して、ぼくは、犯罪者というのは、皆から責められたりするから余計につらくなって、同じこ

とをくり返すのだと思いました。だからまわりのみんなは、責めたりせずに、もしその人が困っていたら、助け合ったら

いいんじゃないかなと改めて思いました。そうでないと、行動の意味やその人の気持ちを理解することができない

からです。 

 罪を犯してしまった人がいたら、周りの人がその人の行動の背景と気持ちを聞いてあげて、許してあげられる

世界になって欲しいです。 

「許さない」と自分で決めつけてしまうと、相手だけでなく自分自身も暗く辛い気持ちを引きずりま

す。玲皇さんの作文を読み、「行動の背景に共感し、許す心を持つこと」ができる人は、「幸せ度」も

高いのではないかと思いました。人の生き方として、いろんなことを考えさせられました。 


